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論 文 内 容 の 要 旨 
胚性幹細胞における Ras（ERas）癌遺伝子の発現は、胚性幹細胞の腫瘍形成能に関与していること
が報告された。しかし、ERas 遺伝子の発現と体細胞レベルにおける腫瘍形成能の関連は明らかにさ
れていない。本研究は、体細胞レベルの癌化における ERas の関与を明らかにする目的で、胃癌組織
における ERas 発現の臨床病理学的意義を検討している。 
方法は、胃癌臨床例（304 例）のパラフィン切片を作製し、抗 ERas 抗体を用いて免疫組織染色を
行い、さらに RT-PCR 法を用いて新鮮胃癌組織（77 例）の ERas mRNA の発現を調べている。 
その結果、ERas の発現は 304 例中 135 例(44%)にみられ、胃癌の肉眼型、分化度、深達度、腹膜播
種、臨床病期に相関を認め、高分化例、深達度が浅い例、臨床病期が早い例で有意に高率であった。
ERas 陽性例は早期癌に多くみられた。 ERas 陽性例の予後は、陰性例より有意に良好であったが、多
変量解析では、ERas は独立した予後因子ではなかった。 ERas mRNA の発現は、77 例中 35 例（45%）
に認められ、腹腔細胞診陰性例や早期胃癌例に多く発現していた。  
以上の結果より、ERas 癌遺伝子は、胃癌の早期より発現し、胃癌における発癌過程に密接に関与
している可能性が示唆された。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
胚性幹細胞における Ras（ERas）癌遺伝子の発現は、胚性幹細胞の腫瘍形成能に関与していること
が報告された。しかし、ERas 遺伝子の発現と体細胞レベルにおける腫瘍形成能の関連は明らかにさ
れていない。本研究は、体細胞レベルの癌化における ERas の関与を明らかにする目的で、胃癌組織
における ERas 発現の臨床病理学的意義を検討している。 
方法は、胃癌臨床例（304 例）のパラフィン切片を作製し、抗 ERas 抗体を用いて免疫組織染色を
行い、さらに RT-PCR 法を用いて新鮮胃癌組織（77 例）の ERas mRNA の発現を調べている。 
その結果、ERas の発現は 304 例中 135 例(44%)にみられ、胃癌の肉眼型、分化度、深達度、腹膜播
種、臨床病期に相関を認め、高分化例、深達度が浅い例、臨床病期が早い例で有意に高率であった。
ERas 陽性例は早期癌に多くみられた。 ERas 陽性例の予後は、陰性例より有意に良好であったが、多
変量解析では、ERas は独立した予後因子ではなかった。 ERas mRNA の発現は、77 例中 35 例（45%）
に認められ、腹腔細胞診陰性例や早期胃癌例に多く発現していた。  
以上の結果より、ERas 癌遺伝子は、胃癌の早期より発現し、胃癌における発癌過程に密接に関与
している可能性が示唆された。 
 
 本論文は、胃癌において、癌遺伝子である ERas 発現と臨床病理学的因子ならびに予後との関連を
解析し、ERas 癌遺伝子が、胃癌の発癌過程に関わる因子であることを示唆するものであり、胃癌の
さらなる発癌や増殖進展機序解明に寄与するものと考えられる。よって、本研究は博士（医学）の学
位を授与されるに値するものと判定された。 
